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一一想像力と構成の原理一一一

Gerard de N ervalの

“Sylvie”について

鵜崎明彦

((Aux structures de l’imagination correspondent de toute neces-

site des structures formelles. Les memes principes secrets qui 

fondent et organisent la vie sous jacente d’une crぬtionorganisent 

aussi la composition.)) 

(J. Rousset, Forme et Signification, Introduction) 

《…に似ている》，《…を思わせる》等の表現の多用や，様々な女性の中

に同じ特徴を追い求めるといった常なるテーマからもうかがえるように，

Gerard de N ervalは事象・人物の類似性に極めて敏感であった。こうし

た Nerval的現象は近年では狂気の徴候としてその方面から考察する向き

もあるが，「文芸批評の見地からみて，二つの影像，二つの観念の間にあ

る最も重要な関係の正しい知覚を存続させる状態（…）を厳密には狂気と

呼ぶことはできない」と M.Proustが指摘しているように，事象の類似

性に基づく隠聡的関係の知覚は， Nervalにとって現実認識の根本である

と同時に彼の創造原理でもあるのだ。こうした Nervalの認識の特性が最

も顕著かつラディカルな形で見られるのが Sylvieであろう。というのも

均1vieは， R.Jeanらが指摘しているように， histoire de sosies，すなわ

ち似た物取り違えの物語の側面を持っており，類似の関係そのものが一つ

の重要なテーマとなっているのである。

従って我々は砂lvieにおいてこの隠除的原理を特権化しがちであるわ

げだが，そのかたわらに，その支えと動機づけとして共存しているもうー
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つの重要な原理が存在しているのである。それが，事実上または思考内に

おける事象聞の近隣性，共存性，相互依存性，つまり何らかの《隣接性》

(contigu1te）に基づく，換磁的関係による現実認識である。本論の目的は，

Sylvieにおけるこの二つの原理の相互作用を指摘することによって Ner-

val晩年の想像力の構造を探り，さらには texte形成の問題を考察する

ことである。

I 

さて，主人公が現在毎夜劇場に通いつめるほど憧れている女優 Aurelie

と，彼が昔つかの聞の恋をし今は修道女になっているはずの高貴な身分の

娘 Adrienneの聞に見い出す類似あるいは同一性の幻想はこの recitの

1つの軸を形成しているのであるが，この幻想の発端となるのが，新聞の

たった二行の記事によって呼びおこされる幼年時代の思い出なのである。

((Mon regard parcourait vaguement le journal que je tenais en-

core, et j’y lus ces deux lignes: ((Fete du Bouquet provincial.一一

Demain, les archers de Senlis doivent rendre le bouquet a ceux 

de Loisy.)) Ces mots, forts simples, reveillerent en moi toute une 

nouvelle serie d’impressions: c’etait un souvenir de la province 

depuis longtemps oubliee, un echo lointain des fetes naives de la 

jeunesse.一一Lecar et le tambour resonnaient au loin dans les 

hameaux et dans les bois ; les jeunes filles tressaient des guirlandes 

et assortissaient, en chantant, des bouquets ornes de rubans. Un 

lourd chariot, traine par des boeufs, recevait ces presents sur son 

passage, et nous, enfants de ces contr白s,nous formions le cor-

tege avec nos arcs et nos白色ches,nous decorant du titre de cheva-

lie rs，一一－sanssavoir q ue nous ne faisions q ue repeter d’age en 

age une fete druidique, survivant aux monarchies et aux religions 
(4) 

nouvelles.)) (p. 244 引用 1)

さらにこの回想は第2章に入っても続けられるのである。

(( ( ... ) Je me representais un chateau du temps de Henri IV 
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avec ses toits pointus couverts d’ardoises et sa face rougeatre aux 

encoignures dentelees de pierres jaunies, une日randeplace verte 

encadree d’orrnes et de tilleuls, dont le soleil couchant pen,:ait le 

feuillage de ses traits enfiammes. Des jeunes filles dansaient en 

rand sur la pelouse en chantant de vieux airs transmis par leurs 

meres, et d’un frarn,:ais si naturellement pur, que 1’on se sen tai t 

bien exister dan日 cevieux pays du Valois, ou, pendant plus de 

mille ans, a battu le coeur de la France.)) (p, 244～245 iJ［用 2)

こうして主人公は Adrienneと輪押を踊り彼女と接吻した最初の出会

いの情討を想いIiiすのである。忘却によって断絶していた過去と現在の橋

渡しを行ない， Aurelieと Adrienneを引き’Zせるこの回想現象は，隣

接し合う記憶・情討を連鎖的によみがえらせ，波紋のように拡がって一種

の構築物を形成して行くのであるが， G.Genetteは Proustの A la 

rPc/zerc/ze du tempsρerduのマドレーヌ体験におけるこれと同様の現象

を， （（conta!(ionmetonymique》と呼んでいるのである。まず Sylvieと

Adrienneに対する幼年時代の相容れない 2つの恋をよみがえらせ，つい

で Aurelieと Adrienneの煩似・同一性の幻想を志、起し，そしてこの幻

想.lから逃れ Sylvieに助げを求めるための Loisyへの旅立ちとその車中

で‘の新たな［ii］恕につながる， というようにその後の一連の展開の根源をな

すこの川恕現象しし筋の脈絡が必ずしも緊密ではない勾lvたという 1・ecit

にあって，換u氏的な運動をすることによって，いわゆる筋に代って物店を

推進させる原動力となっていると言えよう。

次に Aurelieと Adrienneの類似そして同一性の幻想そのものの考察

に移るが，これについても主人公そして Nerval自身の換除的現実認識が

動機づけとして作用していると考えられるのである。というのもこの両者

共明確な描JチをM－－つほどこされているわけではなく，従って実相におい

て類似しているとは考えられないわけで，二人の類似・同一性の幻怨を示

唆するのは彼女たちがな場する際の背j；しすなわち彼Lぐたちのそれぞれも

換除的に取り巻いている周開の場であると考えられるのである。第2章に
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おいて想起される， Adrienneを取り巻く状況は演劇空間を思わせるので

ある。

((La belle devait chanter pour avoir le droit de rentrer dans la 

danse. On s’assit autour d’elle, et aussitot, d’une voix fraiche et 

penetrante, legerement voilee, comme celle des filles de ce pays 

brumeux, elle chanta une de ces anciennes romances pleine de 

melancolie et d’amour, qui racontent toujours les malheurs d’une 

princesse enfermee clans sa tour par la volonte d’un pere qui la 

punit d’avoir aime. ( ... ) 

A mesure qu'elle chantait, l’ombre descendαit des gγαnds arbγes, 

et le clair’de lune naissant tombα・it SUγ el!e seule、isoleeむ n批判

cercle attentif)) (p. 245. cmqs引用 3)

このように，歌をうたう Adrienneと彼女を取り閲む人々の関係は女

優とその観客の関係を思わせるのであり，彼女を照らし出す月光は自然の

照明器を成し光景全体をまさしく演劇的にするのであって，第 1章におい

て描出されている舞台上の Aurelieの姿と照応するのである。こうした，

Aur白ieと Adrienneを取りをく空間の演劇的性格による二人の類似性

は，聖史劇において Adrienneが精主の役を演ずる第7京“Chaalis”の

I可想によって決定的に確証されるのである。そしてさらに注目すべきであ

るのは，第2章の回想のあと，主人公が両者の類似そして同一性について

の幻想を抱くに到る記述である。

((La ressemblance d’une figure oubliee depuis des annees se 

clessinait d白ormaisavec une nettete singuliere; c’etait un crayon 

es to抗争色争u le t仰 ips立uise fα：isait争eintu：γe,comme ces 匂ieuχ

cγoquis de mα：itγesαd』 iires dαη，sun musee、doηtoγLγetγOU匂eailleurs 

l'oγiginαl eblouissαηt. 

Aimer une religieuse sous la forme d’une actrice ! . . . et si c’etait 

la meme！一一一11y a de quoi devenir fou ! C’est un entrainement 

fα：tat ou l'inconnu ℃ousα：ttire comme le J eu Joliet Ju抑 η，tsur les 

Jones d’une eau morte ... Reprenons pied sur le reel.)) 

(chap. 3, p. 247, cmqs）引用 4)
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ここには机描両とそれをもとにして作られた油絵の関係という，類似と

隣接（原内結果）の関係が出然一体となった直！取表現が見い出されるので

ある。こうして Aurelieと Adrienneの類似はtti.なる偶然、事から必然、的

な，あるいは宿命的とさえ言える連鎖の中でからみ合い，同一の女ではな

し、かとし、う狂気の幻想を醸成せしめるのであり，この引用の後段にある

≪entrainement fatal>）とはまさしくこのことを表現しているのだと言え

よう。そしてこのノーツセージは Nervalの隠聡的・換除的な知覚の仕方と

それを友現する技巧が完全に一体となっていることを示すくだりであろ

）。

さて今度はこの recitのもう一人のヒロインである Sylvieに目を転じ

てみると， Loisyに戻って主人公が再会した Sylvieは，時間の持つ宿命

的な運動に従って過去の Sylvieとは似て非なる存在へと変わってしまっ

ていたのである。レース＊~laみはやめて子袋を作り，素朴な村娘から町のお

嬢さん風になり，文学としてな AugusteLafontaineしか知らなかった

のが Nouvellρ Helolsどや WalterScottを読むようになっている。そし

て氏請を歌わなくなり，まるで女優のようにオペラのアリアを歌うのであ

る（：）つまり Sylvieは主人公が最初は彼女と対立させていた Aurelie-

Adrienne に似て来るのである。すると今度は対立するものであったSylvie

と Aur乱ie-Adrienneを融合させようとする幻想が主人公の心中に芽

生えるのである。第11章で主人公と Sylvieの散歩の行きつく先はChaalis

である。 Chaalisはまさに Adrienneが型史劇の女優として登場した場所

である。

((Alors j’eus le malheur de raconter l’apparition de Chaailis, 

rest白 dansmes souvenirs. Je menai Sylvie dans la salle meme 

du chateau ou j’avais entendu chanter Adrinne. ((Oh! que je vous 

entende ! lui dis-je; que votre voix cherie resonne sous ces voutes 

et en chasse l’e叩 ritqui me tourmente, fGt-il divin ou bien fatal! 

一一－Ellerepeta les paroles et le chant apr全smoi: 

(119) 20,1-



Anges, descendez promptement 

Au fond du purgatoire ! ... )) (p. 265，引用 5)

自らの換除的な現実認識において既に Adrienneに結びついている場所

に Sylvieを連れて行き，聖史劇で Adrienneが歌ったのと同じような

レシタティーヴォを， Adrienneの面影を追い払うという口実で Sylvie

に歌わせることによって Sylvieを女優と化し， Sylvieと Adrienneを，

そして女優としづ概念で糸占ひ、ついている Aurelieをも一つの存在の中に

融合させようとするのである。そしてまた， Aurelieの一座が Chantilly

で公演を行った機会を利用して Aurelieを， 1YAdrienneに始めて出会っ

た城の前の広場に辿~flて行って，彼女に対する愛が Adrienne に対する恋

に端を発していることを告白する場合にも同様のことが言えるのである。

以上見て来たように，主人公は三人の女性たちの問に絶えず様々な類似

関係を知覚し，ついには彼女達を，差異を抹消した同一性の網目のなかに

からめとろうとするのであるが，いずれの場合もこうした類似・同一性を

示唆するのは彼女たちを取り巻く枠組みなのであり，その根底にあるのが

換除的な現実認識なのであるD

ところで，背民が類似しているかあるいは同一であればそこにいる女性

は誰でも同ーの女になってしまうとしづ不条理，それは舞台背反が同じで

あればどの女優が演じようとも Phedreや Andromaqueになるのと同じ

原理であろう。これはまさに演劇空間であり，主人公そして Nervalが求

めていたのは drameでありこの不条理な空間を支配することなのであ

る。そのことを表明しているのが以下のくだりであると言えよう。

((J’ai passe par tous les cercles de ces lieux d’epreuves qu’on 

appelle theatres. ((J'ai mange bu tambour et bu de la cymbale)), 

comme dit la phrase d白meede sens apparent des inities d’Eleusis. 

Elle signifie sans doute qu'il faut au besoin passer les bornes du 

non-sens et de l’absurdite: la raison pour moi, c’etait de conquerir 

et de品xermon idぬ1.)) (p. 270，引用 6)
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こうした Nervalの，ある特定の対象と共存していた周囲の現実空間に

対して執着しこの宅聞を一種の強力な磁場と化す認識様態を通して，我々

は彼独特のものの見方の一つである演劇性・演劇空間に対する志向をかい

間見ることができるのではないか。 Nervalはしばしば，日の前の現実の

風景を相否して，あるいはその背後に，人工的な舞台装置を見る傾向があ

るのだが， Lettresa Jenny Colonの中の次のような一節は，現実の冬の

光景を排除して恋人の周囲に idealな空間を夢想しているという点で彼

の物の見方の特徴を示しているのである。

((Je suis plus calme aujourd’hui qu'hier; je me r己veilleplein 

d’espoir et de courage. Mon Dieu ! la mauvaise saison pour aimer, 

que l'hiver ! On ne devrait aimer qu'au printemps, comme les 

petits oiseaux. Moi, qui voudrais pouvoir jeter sous vos pieds un 

manteau de verdure et de fteurs, moi qui voudrais rever avec 

sous les ombrages parfumes, au bruit des aux murmurante人 je

viens a vous par un temps de brume et de gelee et mon beau 

drame, si chaleureux et si bien n'a pas de decoration!) 

(p. 770, 1) I用 7)

このように，対象とそれを取り巻く風景を一体のものとして把えずには

いられない独特の物の見方と，その対象と類似する他の対象を追い求める

感覚が結合する時， Nervalの狂気の｜瞬間， Proustの言葉を借りれぽ

「Nervalの夢想が筆舌に尽くしがたくなる瞬間」が現出するのだと言えよ

i" 
ノ。

Il 

ところでこれまでは主として登場人物たちやそれを取り巻く背京のレベ

ルで隠｜取的関係とJ免除的関係の相互作用を論じて来たのだが， こうした相

五作用は勾！vie という texte 宅間の構成の様々なレベルで重 ！•：11的に活動

していると考えられるのである。 Sylvieには様々な時代に属する文学作
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品，絵画，民謡等への関説が豊富に存在しており， G.Pouletはこれを称

してイメージの交響曲と呼んでいるが，これらの構成原理についても今ま

で述べてきたのと同じことが言えるのではあるまいか。そのことを示すた

めにいくつかの例を挙げてみよう。

1. 先の引用文3において Adrienneがうたう歌の内容は「許されぬ恋を

して父の命令で塔に幽閉された姫の不幸な身の上」であるが， Adrienne

は Valois 王家の血をI~ Iく貴族の娘であり，家の人々の決定で尼僧院で

修道女として一生を送ることになったと主人公はあとになって聞かされ

るのである。

2. まず， Adrienneとの最初の出会いの折，彼女が歌をうたい終わった

時の時の情景を描出した次のような一節を参照してみよう。

((Nous pensions etre en paradis. Je me levai enfin, courant au 

parterre du chateau, OLl se trouvaient des lauriers, plantes dans 

de宮randsvases de fa1ence peints en camaieu. Je raρlうoγtaideux 

hrσnches, qui furent tresseesθn couronne et nouees d’un ruban. ]e 

lうosaisur la tete d’Adrienne cet ornement, dont les feuilles lustrees 

eclataient sur ses cheveu文 blondsaux rayons pales de la lune. 

Elle ressemblait a la Reatricθ de Dante qui sourit au poらteerrant 

sur la lisiere des sanites demeures.)) (p. 245 cmqs，引用 8)

この場面で主人公は月佳樹 (lauriers）の枝で冠を編み被女に捧：Y，彼

！；：を Danteの恋人 Beatriceにたとえているのであるが，第9章では荒

涼とした Ermenonvilleの風呆をながめつつ次のように独白している。

((Quant aux lauriers, les a-t-on coupes, comme le dit la chanson 

des jeunes filles qui ne veulent plus aller au bois? Non, ces arbustes 

de la douce Italie ont peri sous notre ciel brumeux.)) 

(p. 262, iJ I用 9)
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ここに引かれている民謡のそれについてのコメントはAdrienneの死を

暗示的に示しているかのようであり，事実最終章で Sylvieは Adrienne

が既に死んでしまっていることを主人公に告ヴるのである。

3. 第11章で Sylvieは古い民謡を決して忘れたわげて‘はないことを主人

公に気づかせるために次のような民謡を歌うのである。

（（一一Vousetes dans VOS reflexions ?)) dit Sylvie, et elle se mit 

a chanter: 

A Dammartin l'y a trois belles fi!les; 

L’y enαz’uηe plus belle que le jour ... )) 

(p. 266, cmqs. 引用 10)

この民耀は， L.Cellierも指摘しているように，最初にして最後に三人

の女性たちの名前が同時にかつ象徴的にからみ合わされた第14章の，次の

ような場而の予言的役割を果たしているのである。

((J’oubliais de dire que le jour ou la troupe dont faisait partie 

Aurelie a donne une representation a Dammartin, j'ai conduit 

Sylvie au spectacle, et je lui ai demande si elle ne trouvait pas 

que l'actrice ressemblait a une personne qu'elle avait conne deja. 

((A qui done ?-Vous souvenez-vous d' A.drienne ?)) 

Elle partit d’un grand eclat de rire en disant: ((Quelle idee ! )) 

Puis, comme se le reprochant, elle reprit en soupirant: ((Pauvre 

Adrienne! elle est morte au couvent de Saint S ... , vers 1832.)) )) 

(p. 273, cmqs，引用 11)

このように，砂lvieにおいて様々な関説，引用といったものは単なる添

えものではなく，物語の展開，；立味づけにおいて重要な役割を果たしてい

るのであり， texte の組織の中~こ完全に融合され一体化していると言えよ

う。 G.Pouletはこうした現象を，要約して長うならば思考の湖j及作用に

よる類似の事象の近接現象であるとしている。言いかえるならば勾lvie
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において諸事象は，先に述べた三人の女性たちの関係も含めて， Edgar

Poeの Searabee d’or における諸事象の隠除的換除的重ね合わせについ
類は友ーを呼ぶ（その逆もまたそうである）

てJ.Ricardouが援用した原理 quise ressemble s'assemble (et 託cipro-

quement）に従って集められる傾向にあると言えよう c このようにして

texte空間は事象の焦点合わせ focalisationがなされる磁場となるのであ

るo

さて，この recitが表象している現実の出来事との類似に従って様々な

時代に属する諸事象が照応することによって，物語の内容は当然 sens

litteralと sens品gureに二重化することになる。すなわち S)lvieは

Pouletの言う「人間の運命を主題とする allegoriemetaphysique」の側

面を有するのである。しかしこれは既存のt!Jl話をなぞらえたものではな

く，これから生成されて行く神話であり，それは今まで述べて来た構成原

理に基づいた texteの作用によるのである。‘勺1lvieにおいて我々はそう

した神話の形成の過程に立ち会っているのであり，第 1章はこの神話の生

成に端絡がつけられるまでのト‘ラマに他ならないのである。

《C’estune image que je poursuis, rien de plus》と fJ身が dうよう

に，第 1111：で、主人公は Aurelieを lesHeures divinesや laprincesse 

d’Elideあるいは lareine de Trebizonde等にたとえたり，次の文章に

見られるように自分の時代を Peregrin usや Apuleeの時代になぞらえ，

Isisの花束による再生を願う自らと自らの時代の人間精神について友明す

るのである。

((Nous vivions alors dans une epoque etran日e,comme celles qui 

d’ordinaire SUCCedent aux revolutions OU aux abaissements des 

grands rとgnes.Ce n’etait plus la galanterie hero1que comme sous 

la Fronde, le vice elegant et pare comme sous la Regence, le 

scepticisme et les folles orgies du Directoire; c’etait un melange 

d’activite, d’hesitation et de paresse, d’utopies brillantes, d’aspira-

tions philosophique ou religieuses, d’enthousiasmes vagues, meles 

de certains instincts de renaissance ; d’ennui des discordes passees, 
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d’espoirs incertains, qulque chose comme l'epoque de Per・egrinus

et d’Apulee. L’homme mat仰 ＇ielasρirait au bouquet de roses qui 

devαit le ref.[enerer戸zrles mαins de la belle Isis; ( ... ) )) 

(p. 242, cmqs，引用 12)

このように様々な imagesが提出されるのだが，結局これは空しいも

のでしかないのである。というのもこれらの imagesは瞬間的で持続性

を持たず，主人公の現実に何らの変化ももたらさず，実現される可能性の

ないものであるからだ。主人公が劇場から出て行く時，「消え去った夢が

残す7t1：い悲しみを抱いて」と形容されるのも当然のことなのである。こう

して imagesが持続性を持つことなく希望なく消失しようとしていた時

に，しかし一つのアナロジーの奇蹟が現われる。それが，先に挙げた la

belle Isisが手に持つ再生の象徴 bouquetde rosesと，主人公が新聞の記

事の中に見い出した Fetedu Bouquetρrovincialの聞のアナロジーなの

である。そしてこの 2つの bouquetはたちまちに結び合わされ，さらに

はもう一つの奇院である contagionmetonymiqueによってすぐ主主引き

つがれ主人公の過去に恨づくのである。若し、娘たちが編む花飾りと彼女達

が歌をうたいながら調えるリボンで飾った花束…そして主人公たちが幼年

時代に繰り返して来たこの祭りは実は数々の王国や新しい宗教よりも長く

生き延びて来たドリュイド教の祭儀だったのである。 bouquetd' Isisと

Fete du Bouquet provincialは単なる言葉上の類似に終わらず， conta-

gion metonymiqueによって引き出されて来た思川、出がこの類似をさら

に一層強めるのであり，かくして Isisを崇める祭式と Fetedu Bouquet 

provincialは分かちがたく同一化され，主人公の時代と Peregrin usや

Apuleeの時代， というよりは主人公と Apuleeの L’aned’orの主人公

Luciusが重ね合わされて，以後主人公の故郷をめざす旅は Isisによる再

生を求める aventureともなるのであり，ここに「人間の運命を主題とす

る allegoriemetaphysique」形成の端緒がつけられるのである。
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こうして以後この recitの内容全体は senslitteralと sensfigureが

並行して展開されるのであり，従って今後はこの sensfigureについて

検討する必要があるが，全体について委細をつくすことはここではできな

い。そこでいくつかの指摘にとどめておこう。

このメッセージの二重化によって，三人の女性たちも当然象徴化されて

行くのであり，まずそれについて考察してみよう。

第1章で Aurelieはまず lesHeures divinesにたとえられていた。

les Heures divines，すなわち「時間」の女神たちはギリシア神話のホー

ライ Horaiで，季節と秩序の女神であり，ふつう花や植物を手にした三

人の優美な乙女として表象されている。そして主人公は Adrienne,Sylvie, 

Aurelieをそれぞれ「時間Jの女神と化す象徴的行為を行っている。まず

第2章におし、て主人公は歌をうたい終った Adrienneに月桂桜の枝で冠

を編んで捧げる。次に第4章で、彼は飛び、立つ白鳥がまき散らす花冠を拾っ

て Sylvieのひたし、を飾る。そして最後に，第13章で i’inconnuという

署名入りの手紙をはさんだ花束を Aurelieに届ける。また， bouquetde 

rosesを手にした Isisと手に花や植物を持った三人の優雅な乙女である

「時」の女神たちの聞にはアナロジーが生ずるのであり，従って三人の女

性たちのそれぞれが交わる Isisの現われであるかに思われるのである。

さらに，三人の女性たちをめぐる関係にはもう一つのモティーフが存在

する。それはまず AdrienneとSylvieの対立に関するものである。この

二人の対立は，表面的には貴族の血を引く娘と村娘の対立であるが，次第

に世界を両極化する対立に象徴化するのである。その一つは夜（月）と昼

（太陽）の対立である。 Adrienneは夜（月）に隣接した形でしきりに描

かれることによって夜の象徴そのものとなる。
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((A mesure qu'elle chantait, l'ombre descendait des grands arbres, 

et le clair de lune nαissant tombait sur elle seule, isolee de notre 

celcle attentif.)) (chap. 2, p. 245, cmqs，引用 13)

((Je posai sur la tete d’Adrienne cet ornement, dont les feuilles 

lustrees eclataient sur ses cheveux blondsαux rayonsρales de la 

lune.)) (chap. 2, p. 246, cmqs，引用 14)

((Cet amour vague et sans espoir pour une femme de theatre 

( ... ), avait son germe dans le souvenir d’Adrienne，βeur de la nuit 

eclose a fαlうaleclarte de la lune ... )) 

(chap. 3, p. 246～7, cmqs，引用 15)

それに Chaalisの修道院で彼女が精霊の役を演ずるのも夜のことであ

る。一方 Sylvieは昼（太陽）あるいはそれを喚起するものにしきりに結

びつげられることによって昼の象徴そのものとなる。

(( ( ... ) Sylvie, une petite fille du hameau voisin, si vive et si 

fraiche, avec ses yeux noirs, son profil regulier et sσ peαu legere-

ment hfJlee ! ... )) (chap. 11, p. 266, cmq.引用 16)

((Le jouγen grandissant chassa de ma pensee ce vain souvenir 

et n’y laissa 判usque les traits rosee de均1lvie.))

(chap. 5, p. 252. cmqs.引用 17)

(( ( ... ) : il faut que demain je （砂lvie)sois levee avec le soleil.)) )) 

(chap. 11, p. 266, cmq.引用 18)

そしてさらに特徴的であるのは，二人が何らかの形で出会うあるいは交

代し合うのが夜明けと夕暮れであるとし、う事実である。

また， Adrienneと Sylvieの対立にはもう一つの要素が加わる。それ

は天と地という対立である。第2章で Adrienneが歌い終わった時，主

人公は《NousρensionsetJ’e enρσrad is》と言うのであり，のちに彼女
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は修道院に入ることで天上と結びつくのである。一方第9章では Sylvie

がまだ野性的な娘だった頃のことが想起されているが，「裸足で，日焼し

た肌でj 駆け回る姿は，彼女が大地とそして昼に結びついていることの証

左となろう。しかし Adrienne－天上， Sylvie一地上とし、う対立を最もよ

く表わしているのは，第5章で主人公が夜営する場面に入るはずであった

ーあまりに明白すぎるために削除したのだろう一次のようなヴアリアント

である。

(( ( ... ) je ne sais pourquoi, dans les reveries vagues qui m活taient

venus par moments, deux figures aimees se combattaient dans 

mon esprit: l'une semblait descendre des etoiles et l'autre monter 

de la terre. La derniere disa!t: Je suis simple et fraiche comme 

les fleurs des champs ; 1’autre: Je suis noble et pure comme les 

beautゐ immortellescorn;;ues dans le sein de Dieu ... )) 

(p. 1286，ヲ｜用 19)

このようにして Adrienneと Sylvieの対立は夜と昼，天と地という，

tt！：界を二分する対立を象徴することになる。従って主人公が Adrienneに

接吻し月桂樹の冠を捧げることによって Sylvieを傷つけてしまった第2

章の情景は原初の楽園の喪失のドラマとなるのである。そして昼の聞は

Sylvieに，夜の間は Adrienneへとさまよう主人公にとって， CMalis

に Sylvieを連れて行き Adrienneと一体化させようとすることは世界

を再び統合しようとする象徴的行為となるのである。

で、は，「時」の女神たちのあと一人である AurelieとSylvie Adrienne 

の関係はどのようなものか。第 1￥で、彼女についての次のような形容が見

い出される。

(( ... , belle comme le jour aux feux de la rampe qui l'eclairait 

d’en bas, Jうalecomme la nuit, quand la rampe baissee la laissait 

eclairee d’en haut sous les rayons du lustre et ... )) 

(p. 241, cmqs.引用 20)
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Aurelieは Sylvieと Adrienneの対立を自らの中に融合しており，ま

さしく彼にとってあらゆる完壁さを持っておりそれ故 Isisに似せられ主

人公に崇拝されるのである。従って Aurelieを Adrienneと初めて出会

った場所一一それはまた SylvieとAdrienneの対立が生じた場所で、もあ

る一ーに連れて行くことは，これらの対立を唯一の存在の中に統合しよう

とする象徴的試みとなるのだが，現実の女であり偶像でもあるが同時にそ

の両方であることができないのと同様， Isis-Aurelieは劇場という魔術

的空間が作り出す幻想にすぎないのであり，主人公の試みは失敗に終わる

のである。

次に具体的にエピソードにそって考察してみよう。特に重要なのは主人

公が Parisから Loisyへ向かう車中での回想，第4～7章であるが，巧

妙な状況設定や様々な関説の配置によって主人公の個人的経験から普遍的

意味を持ったものへと象徴化されるのであり，この recitの表面的な内容

を逆転させてしまうのである。

第4章「Voyagea Cythere」は，先にも述べた， Isisの祭礼と Fete

du Bouquet provincialが重ね合わされたエピソードである。 Loisyの，

ノネット川とテープ川が注ぐ湖の中の島で催される宴は， Isisにかかわり

のある関説が挿入されることによって Isisによる Christの復活劇へと

寓意化さたるのである。

まず， J誌の中にある神殿が宴の場となるのだがその神殿については次の

ように言われている。

((je crois bien que ce temple avait du etre primitivement dedie 

a Uranie. ( ... ) )) (p. 249，引用 21)

そして，

((La traversee du lac avait ete imaginee peut-etre pour rappeler 

le Voyage a Cythere de Watteau. ( ... ) L’immense bouquet de la 

fete, enleve du char qui le portait, avait ete place sur une grande 
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barque ( ... ) . Toutes les barques aborderent en peu de temps. Lα 

corbeille portee en ceremonie OCCUJりαlecentre de la table ( ... ) . 

(p. 249, le Voyage a Cythere以外 cmqs.引用 22)

ウェヌス・ウーラニアー（アフロディーテの別名の一つ）は Isisの顕

現の一つであり，そしてシテール島はウェヌス（ヴィーナス）の大神殿が

古代に存在していた場所で－ある。そしてまたし Celli erが指摘している

ように，湖 島一神殿ーテープれル一花かご， というように円環のはめ込み

によって島全体が聖域となっている点を見逃してはなるまい。そしてこれ

らの円環の中心である花かごから，天の地の調停者 Christの象徴である

白鳥が， Isisによる再生の象徴である花々をまき散らしながら侮活をとげ

飛び上って行くのである。

((Une surprise avait ete arrangee par les ordonnateurs de la fete. 

A la fin du repas, on vit s’envoler du fond de la vaste corbeille 

un cygne sauvage, jusque-fa captif sous les fieurs, qui, de ses 

fortes ailes, soulevant le lacis de guirlandes et de couronnes, finit 

par les disperser de tous cotes.)) (p. 250，引用 23)

そして白鳥がまき散らす花冠を拾い l::lrfて Sylvieの額を飾ることによ

って二人はよりを戻すのである。こうして（l烏ーキリストによって天と

地，昼と夜の和解がなされるのであり，この章の最後では天と地の調和の

イメージが提示される。

((Tant que nous pouvions, nous echappions a la danse pour causer 
de nos souvenirs d'enfance et pour admirer en revant a deux les 
’refiets du ciel suγles ombγαges et suγ les eαuχ治

(p. 250, cmqs，引用 24)

第6章「OthysJは主人公と Sylvieの仮装結婚が行なわれる有名なエ

ピソードである。主人公と Sylvieは Othysにいる Sylvieの叔母さん

の家を訪れ，叔母さんと今は亡き彼女の夫の若き日の婚礼衣裳を引っばり

Q
d
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出して身につけ，ひとときの花嫁花梢となるのである。まず二人が叔母さ

んの家に行く途中の情景が注意を惹く。

((Au sortir du bois, nous rencontrames de grands touffes de 

digit aleρOUゆree;elle en fit un enorme bouquet en me disant : 

((C’est pour ma tante ; elle sera si heureuse d’avoir ces belles fleurs 

dans sa chambre.)) )) (p. 253, cmqs，引用 25)

既に見て来たように， bouquetは Isisによる再生の象徴であり，それ

を叔母さんに渡すことによってこのエピソードは叔母さんの再生，若返り

の場面となるのである。そして Sylvieがしつらえる食卓は即席の祭壇と

なっているのである口

((Et elle alla cherchant dans les armoires, dans la huche, trou-

vant du lait, du pain bis, du sucre, etalant sans trap de soin sur 

la table les assiettes et les plats de falence emailles de larges 

ffours et de coqs au vif plumage. Une jatte en porcelaine de Creil, 

pleine de lait ou nageaient les fraises, devint le centre du service, 

et aprとsavoir depouille le jardin de quelques poignees de cerises 

et de groseilles，。!ledis1うOSαdeuxvases de ffoursαux deu九・ bouts 

de la naρρe.)) (p. 254, cmqs，引用 26)

そして叔母さんが食事の仕度をしている聞に Sylvieと一緒に二階の部

屋に上った主人公は，田舎風のベッドの枕辺に掛かったこつの肖像画に胸

を打たれる。コンデ、家の狩場番人の制服を着た青年，それが叔母さんの今

は亡き夫の若き日の姿である口その妻は胸もとに沢山リボンを飾った服を

着て，指に小鳥をとまらせているのである。そして Sylvieと叔母さんは，

叔母さんの若き日の肖像を媒介として互いに並べられて（隣接），同じ婚礼

衣裳を着て（類似），互いに映し合うことによって同一化されるかのような

のであ店〉そうした Sylvieに主人公は《Lafee des legendes etern山・

ment jeune ！……》〕と心の中で、つぶやくのであるが，このがternellement

jeune》とし、う形容を主人公は Isisについて用いていたのである。まさし
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くSylvieは Isisのように，あるし、は Isisそのものとなって，叔ほさん

を自らのうちに再生させているのである。

第 7章「Chaalis」は，この recitの中間部に位置しており，この recit 

全体に決定的影響を及ぼすのである。このエピソードは，主人公が Sylvie

の兄と一緒に見物した， Chaalisで催された型史劇にまつわる恕L、HIであ

る。この聖史劇の内存は，地獄での Christの勝利を称賛するものとなっ

ており， Adrienneが演ずるのは，他の精霊ーたちに「Christの栄光を讃え

に来る」ょう促すために深淵から立ち上ってくる精霊の役である。ところ

がその折立ち寄った小屋で、主人公が見た奇妙な光命以は， この聖史劇の内宥

を逆転させる意味を帯びるのである。

((Nous etions arretes quelques instants dans la maison du garde, 

ou, ce qui m’a frappe beaucoup, il y avait un cygne eploye sur la 

po rte ( ... ) . Un nain bizarre, coi百ed’un bonnet chinois, tenant 

d’une main une bouteille et de l'autre une bague, semblait inviter 

les tireurs a viser juste. Ce nain, je le crois bien, etait en tale 

decoupee.)) (p. 257, 1J I用 27)

Christの象徴である （J烏は，「Voyagea CythereJの場両での壮麗な

飛朔とはうって変って番小屋の戸口に翼を拡げたまま打ちつけられ，小人

の指図で、射手たちに弓を向けられている無惨な姿をさらしている。この白

烏の姿は， L.Cellierが指摘しているように，聖史劇においてたたえられ

た勝利者 Christが敗北者 Christにおとしめられたことを象徴している

のであり，酒びんを子にして弓の射子たちを扇動する小人の様子は，聖史

劇で、燃える剣を手にして他の精霊たちを招集する Adrienneの姿のカリ

カチュアなのである。そしてこの奇妙な光京は， Adrienneが象徴してい

る天が Christを見捨てたことを意味していると言えよう。その原因は地

の堕落にあるのだ。この章の始めと終わりには，この日が虐殺のイメージ

に結びついた Saint-Barthelemyの日であることが繰り返し喚起されてい
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るのであり，主人公たちを乗せて Chaalisへ行く馬は「sabbatへ行くか

のように疾走する」と形存されているのである。

このように Lて放済者 Christの敗北・失遂が語られ，天と地，光と閣

は決定的に離反し対立し合うのである O この recitの後半，第8章以後

主人公は Loisyに到着し昼の世界，現実世界に立ち戻るのだが，そこで

は地における神の不在， j責聖の支配カ：語られるので、ある。再会したSylvie 

についての描

している D

((Nous sortimes du bal, nous tenant par la main. Les Jleurs de 

cheveluγe de Rヲlviese penchα~ieηt dans ses cheveuχ deγzoues; le 

bouquet de son corsage s’effeuillait aussi sur les dentelles fripees, 

savant ouvrage de sa main.)) (p. 258, cmqs，引用 28)

そして池の水而は天と地の調和的な結合を映し出さず，白鳥も近寄らな

くなってしまっているのだ。

((Les etangs, creuses a si grands frais, etalent en vain leur eau 

mo rte q ue le cy日nededaigne.)) (chap. 14, p. 272，引用 29)

ここに及んでこの recitの，前半の夜の旅と後半の昼の迫造とし、う対比

の怠味は完全に逆転されるのである。 Nervalは夜の夢想において神話を

生産し聖なるものを語ることによって昼の世界，現実の世界の堕落を批判

するのだ。昼の世界には現実は存在するがもはや真理は存在せず，真理は

夜の夢想においてしか語ることはできないのである。この対比構造は聖な

るものの喪失を強調することになるのであり，ここに Nervalのアイロニ

ーを感じないわけにはいかないのである。

しかしこれは単なるアイロニーにとどまらない。主人公は Adrienneと

Sylvieの対立，すなわち夜と昼，天と地の対立を生み出した張本人であ

り，また第7章の聖史劇の際には《Nousetions intrus》というように神

聖な儀式をけがす者として姿を現わすのである。こうしてこの allとgorie
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metaphysiqueにおいて， Nervalは主人公を，そして自らを人間全体の

罪を背負った存在として，さらにはその救済をになった存在として神話化

していくのである。

※ 

確かに表面的には主人公の幻想は現実の前に崩れ去り，彼は最終的に現

実を受け入れ覚醒に述しているかに見える。しかしその背後には今まで述

べて来たような， 日常的・個人的な出来事を超越した普遍的な神話形姿が

生成されていたのである。最終章で主人公が時折，給婚した Sylvieの家

族を訪れる時に Dammartinで投宿するのが l’bnageSaint・Jean（「聖ヨ

ハネ像」旅館）であるというのは単なる偶然ではないのであって，この

rec itを，まさ Lく「人間の運命を主題とする allegoriemetaphysique」

の永遠の流れに位置づけるための暗示で、あり，而音書や黙示録を書く聖ヨ

ハネの姿に， Nervalは自分の姿を投影しているのだと言えよう。従って

最終的に主人公そして Nervalが得たものは単なる覚醒ではないのであ

る。

この recitの冒頭で偶発的で持続性のない夢想（metaphores）に空し

くひたっていた主人公はこの夢想を持続させ臼分のものとして生きる糸

(trame metonymique）をつかみ，個人的体験であると同時に普遍的神話

的意義を持った物語を形成するのであるO 「自分の周囲に自分に属する宇

宙を創り出すこと」と Nervalは言う。 Sylvieにおいて彼はそうした宇

宙創造のための詩法を確立したといえるのではないか。そして砂！vieを

織りなす糸はそのまま Aureliaを織りなす糸となる。「彼の狂気は彼の作

品の延長のようなものだ。（……）前の作品の終着点で、あった狂気はあとに

続く作品の出発点，いやその素材にさえなるのである」と Proustが言う

ように，昼と夜，天と地の分裂の調停者，損罪者として Aureliαの中に，

Nervalは姿を現わすであろう。
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